生分解性高分子poly lactic acid超薄膜の結晶化における表面・界面効果 by 阪口 文哉
生分解性高分子poly lactic acid超薄膜の結晶化に
おける表面・界面効果
著者 阪口 文哉
発行年 2018
URL http://hdl.handle.net/10236/00028063
2018年度 修士論文要旨 
生分解性高分子 poly lactic acid 超薄膜の 
結晶化における表面・界面効果 
関西学院大学大学院理工学研究科 
物理学専攻 高橋功研究室 阪口 文哉 
 
1. 背景 
 ポリ乳酸(Poly lactic acid[PLA])とは、植物の
デンプンから生成され微生物によって水と二
酸化炭素にまで分解できるバイオマスプラス
チックである。PLAは生分解性を持つだけでな
く、分子鎖の配向を揃える事で圧電性を示すこ
とや、分子鎖が左巻き螺旋となるもの[PLLA]と
右巻き螺旋となるもの[PDLA]を等量混合する
ことで、Stereo Complex [S.C.]と呼ばれる新た
な結晶形態をとり、融点や破断強度などの機械
的性質が向上することが知られている。[1][2] ポ
リ乳酸は環境に優しいプラスチック材料とい
うだけでなく、機能材料としても広く応用がな
されている。しかし、圧電性を利用したデバイ
スへの利用では、小型化・薄膜化のための性能
向上や耐分解性などに課題が残る。従って本研
究のテーマであるポリ乳酸薄膜の物性と構造・
モフォロジーの解明は応用の観点からも重要
な事項であると判断される。 
2. 実験 
 本研究では主に「微小角入射広角 X線回折法
(GIWAXS)」「原子間力顕微鏡法(AFM)」「X 線
反射率法(XR)」を用いて、膜表面の凹凸や結晶
配向などの構造・膜全体の結晶配向・超薄膜の
膜厚などを測定した。 
 使用した試料は、PLLA と S.C.薄膜であり、
それぞれ「表面モフォロジー」「熱アニール過程
における基板依存性」「蒸気アニール過程にお
ける基板及び雰囲気下依存性」について調査し
た。 
3. 結果 
 PLLA薄膜及び S.C.薄膜では図 1のような形
態を取り、表面に対して 110 面が平行である、
Out-of-Plane 結晶形態を取ることがわかった。 
 
 
 
  図 1．ポリ乳酸薄膜のモフォロジー 
 
 基板依存性に関する調査では SiO2 基板とグラフ
ァイト基板を用いて界面や表面での結晶化を調査す
る事で、グラファイト基板によってポリ乳酸の結晶
化が大きく阻害される事が判明した。 
    
    (a) グラファイト基板    (b) SiO2基板 
     図 2．ポリ乳酸の基板依存性 
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